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次年度に向けた課題の検討について
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次年度に向けた課題の検討について

◎今後の施策について各作業部会での意見・総括

部会名 意見 対応

タクシー運転手
確保作業部会

• 若者の流出が課題としてあるので、県・市町村が連携し、若者がタクシー

運転手として地域に残る施策が必要。

• アルバイトや子育て中の方など、隙間時間に働きたいという需要に応える

ためには、事業者の負担が重すぎる。

• 市町村に対して、バス・タク

シー運転体験会・合同会社説

明会の周知及びコミュニティ

バス事業者の参加呼びかけを

依頼

• 国補助の活用

バス運転手
確保作業部会

• 現在、高校の進路指導（就職担当）の先生に対して、個別に事業者から説明

を行っているが、先生を一堂に集めての業界の周知があれば効率的に業界

のことを知っていただける。

• Webニュースで業界を知った高校生から、運転手不足の報道を受けて「地

域の役に立ちたい」という肯定的な反応があり、webを通じた魅力発信の

重要性を再認識した。

• J・O・NOTEの活用

• 学生向けの既存の取組の活用

を促進（次スライド参照）
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次年度に向けた課題の検討について

◎北九州市におけるキャリア教育事例
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次年度に向けた課題の検討について

◎北九州市におけるキャリア教育事例
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次年度に向けた課題の検討について

◎福岡市におけるキャリア教育事例
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次年度に向けた課題の検討について

◎福岡市におけるキャリア教育事例
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次年度に向けた課題の検討について

◎市町村における地域公共交通運転手確保施策調査結果

１．アンケート概要

２．令和７年度実施状況

目的：県内自治体が独自に行っている運転手確保施策の実施状況を把握するもの
調査期間：令和７年１0月27日（月）から11月14日（金）まで
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事業の実施について

（60自治体）

実施 実施無

実施内容 自治体数 実施自治体

二種免許取得補助 ６自治体 筑紫野市、太宰府市、古賀市、うきは市、嘉麻市、須恵町

講習費補助 ２自治体 須恵町、東峰村

広報 ２自治体

宗像市（広報紙、事業者・ハローワークとの連携）
筑前町（チラシ作成・配布）
筑紫野市、うきは市（事業者の採用活動への助成）

雇用支援 ２自治体
筑紫野市、うきは市
（安定雇用のため乗務員に支給した手当に対する助成）

その他 ２自治体
北九州市（おでかけ交通への地域人材活用、運転体験会等の実施）
春日市（コミュニティバスの運行事業者を大新東に変更し運転手を確保）

• 実施している自治体の多くが交通部門単独で運転手確保を行っている状況
• 運転手確保には、県と市町村の連携だけでなく、市町村における教育・労働部門との連携・協力が不可欠

※実施していない自治体の多くは「予算の確保」「どのような取組をしたらよいか分からない」と回答 7



○ 合同会社説明会を開催してもらっているが、出展したとしてもどういった内容を説明して

よいかわからない。

○ 採用後の人材定着に関してノウハウを持つ人材が不足している。

○ 労働環境改善、キャリアアッププランの構築、組織風土改善などの制度構築別のキャリア

人材も不足している。

○ 運転体験会・合同会社説明会への参加者に対するフォローアップが不足しており、せっかく

興味を持ってくれた参加者を就職までつなげられていない。

○ 人材確保に関してコンサルへの委託の検討を行ったことがあるが、費用面等から断念した。

◎今後の施策について事業者へのヒアリング結果

次年度に向けた課題の検討について
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○ 事業者へのヒアリングを通じて、以下の課題意識が明らかになった。

・ 戦略的な運転手確保の必要性

・ ドライバーの人材定着に関するノウハウを持つ人材の不足

・ 業界に関心を示してくれた方へのフォローアップ不足

○ これらの課題認識がある一方で、コストや時間的な制約から、戦略的な人材確保や定着に向けた

取組が困難な状況にあることわかった。

新規参入促進策と並行して、事業者が行う戦略的な人材確保及び人材定着を支援する施策が
必要である。

◎現状・課題

次年度に向けた課題の検討について
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